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Client

ネットワーク構成

シングルネットワーク構成でのご提供となります。

Equalizer

10.0.0.1/24 10.0.0.11/24 10.0.0.12/24
クラスタIP
10.0.0.100

サーバデフォルトゲートウェイ　　10.0.0.1

Server
Cluster

· Equalizerとクラスタサーバは同一サブネットとなります。

· クラスタサーバのデフォルトゲートウェイはEqualizerの実IPアドレスとなります。

※上記構成のIPアドレスはサンプルです。

Internet
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Equalizer

Client

Server
Cluster

負荷分散アルゴリズム

Internet

５つの負荷分散アルゴリズムをサポートしています。 ラウンドロビン
各サーバに均等に負荷分散を行います

· 各クラスタサーバの処理能力が同じ

· 静的なコンテンツが中心

静的な重み付けラウンドロビン
各サーバに設定した重み付けの割合を基に負荷分散を行います

· 各クラスタサーバの処理能力が異なる

· 静的なコンテンツが中心

最小コネクション数
接続数が最も短いサーバに対して高い確率で負荷分散を行います

· 各クラスタサーバで許容される同時接続数が同じ

· 動的なコンテンツが中心

最小レスポンス
レスポンス時間が最も短いサーバに対して高い確率で負荷分散を行います

· 各クラスタサーバで許容される同時接続数が異なる

· 動的なコンテンツが中心

アダプティブ
最小コネクションと最小レスポンスの複合となります

· Sticky Timeを設定する場合
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既存のActiveなセッションは
そのまま保持します。
新規のセッションは受け付けません。

Equalizer

Client

Server
Cluster

サーバメンテナンス時の切り離し

Internet

Quiesce設定をすることで新規接続を受け付けないようにします。
サーバ設定画面

クラスタ情報画面

チェックを入れ有効にします

セッション状態を確認します
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Equalizer

Client

Server
Cluster

バックアップサーバの設定

Internet

HotSpareに設定されたサーバはバックアップサーバとなります。

HotSpare

HotSpare以外のサーバが全てダウン
した場合、HotSpareのサーバが有効
になります。

サーバ設定画面

クラスタ情報画面

チェックを入れ有効にします

ホットスペア状態を確認します
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Equalizer

Client

Server
Cluster

クライアントIPによるセッション維持（L4）

Internet

StickyTime設定によりセッション維持が可能となります。
クラスタ設定画面

セッション維持時間を設定します

クライアントのソースIPを元に
前回アクセスしたサーバへ転送します
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Equalizer

Client

Server
Cluster

Cookieによるセッション維持（L7）

Internet

Cookieによりセッション維持が可能となります。
クラスタ設定画面

セッション維持を有効にします（デフォルトで有効）

クライアントからのCookie情報を元に
前回アクセスしたサーバへ転送します
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